





































































水泳競技の代表選手選考に際して、スポーツ仲裁裁判所（CAS: Court of 

















































































東洋法学　第61巻第 1 号（2017年 7 月）
235
となく承認される。そして、裁判所は、適式な仲裁判断について承認拒絶事由

















































しているか否かも問うておらず（仲裁45条 2 項 2 号、 3 号、 6 号、 7 号など）、
































は一部の解決を 1 人又は 2 人以上の仲裁人にゆだね、かつ、その判断に服する







































































































































































（ 3）　多田ほか編前掲注 1 ・213頁。
（ 4）　道垣内正人「スポーツ仲裁・調停」道垣内正人＝早川吉尚『スポーツ法への招待』（ミ
ネルヴァ書房、2011年）61⊖62頁。






























of Sports Law（ed.）, “The Legal Policy Ploblems after 2002 World Cup” 2004 International 
Conferrence in the Fifth commemoration of the founding Association （2004）p.493, Richard H. 
Mclaren, ʻThe Court of Arbitration for Sportʼ in James A.R. Nafziger, Thomas B. Stoel, Stephen F. 
Ross, and Lewis A. Vovakis（ed.）, “Handbook on international sports law” Edward Elgar 
Publishing（2011）, p.33⊖64, Michael Beloff, Stephan Neltz and Ulrich Haas, ʻThe Court Of 
Arbitration For Sportʼ in Adam Lewis and Jonathan Taylor（ed.）, “Sport: Law and Practice” 
Bloomsbury publishing （2014）, pp.1035⊖1089, Matthew J. Mitten, ʻJudicial Review of Olympic 
東洋法学　第61巻第 1 号（2017年 7 月）
245
and International Sports Arbitration Awards: Trends and Observationsʼ PEPPERDINE DISPUTE 









⊖54頁、同「我那覇選手事件とスポーツ仲裁裁判所の裁定」法時80巻 9 号 1 ⊖ 3 頁など。
（11）　日本スポーツ仲裁機構については、道垣内正人「スポーツの発展にスポーツ仲裁が果
たす役割とは」ジュリ1446号 2 ⊖ 5 頁、同「日本スポーツ仲裁機構とその活動」日本ス
ポーツ法学会年報第15号 7 ⊖44頁、同前掲注 4 ・62⊖63頁、同「スポーツ仲裁をめぐる若
干の論点」仲裁と ADR 3 号79⊖80頁、小川和茂「スポーツ仲裁制度の概略及びスポーツ
仲裁判断の検討」仲裁・ADR フォーラム 2 号43⊖44頁、小島＝猪股前掲注 8 ・26頁、グ
レン＝川井前掲注10・10⊖11頁、横山経通「スポーツ仲裁制度」エンターテインメント・
ロイヤーズ・ネットワーク編『スポーツ法務の最前線』（民事法研究会、2015年）70⊖76
頁、多田ほか編前掲注 1 ・17頁、小島＝清水前掲注 8 ・493頁など。




























執行することができるようにするためのものであるとの指摘がある。Mclean, supra note 



































































（51）　道垣内前掲注 4 ・64⊖65頁、同前掲注11年報・ 8 頁、同前掲注11仲裁・82⊖83頁、シン
ポジウム「討論要旨」日本スポーツ法学会年報第15号95⊖97頁〔道垣内正人発言〕など。
なお、スポーツ仲裁の法律上の争訟性について疑問を呈するものとして、小島＝猪股前
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掲注 8 ・70頁、山本＝山田前掲注12・293頁〔山本〕など。
（52）　最判昭和29年 2 月11日民集 8 巻 2 号419頁参照。
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